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　分離したCBCTデータをカンペル平面を考慮しながらバーチャル咬合器へ付着する．種々なバー
チャル咬合器がソフト内に存在しているが，下顎運動を再現するにはアルコン型の咬合器を選択すべ
きである．
　咬合器付着を行った後に，各咬合器に設定されている作業側と非作業側のバーチャル上での動きを
利用して上下顎の正中が一致するまで移動する．下顎体が移動したことで生じる空隙へアプライアン
スを設計するため，このデータをCADソフトへ移動してデザインされたアプライアンスをCAMで
作製する（図 o-7）．

o-1　バーチャル咬合器で上下顎の正中を一致させるために必要な
　　  修正量を導き出す

MOVIE

図 o-7a　バーチャル咬合器へ CBCT データを付
着．

図 o-7b　側方運動をバーチャル咬合器に設定され
ている作業側，非作業側の動きに合わせて行う．

図 o-7c　側方運動時の関節窩内における下
顎頭の動きを可視化できる．

図 o-7d　前方運動時に関節窩内で下顎頭が
前下方に移動して，わずかに開口している．
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図 2-9e　太めの圧排糸を用いて側方へ十分に歯肉を開いた
後，光学印象を行った．

図 2-9f　カラーの状態から単色の石膏模型様の画像に変換す
ることで，エッジ部分やフィニッシュラインの連続性を視覚的
に確認しやすくなる．

2-2　最終補綴物のデザインMOVIE

図 2-9g　咬合状態確認用にプロビジョナルレスト
レーションのデータを使用．

図 2-9h　支台歯形成のデータに変更する．

図 2-9i　フィニッシュラインを明確にする． 図 2-9j　認識しやすい石膏模型の色調に変更する．

図 2-9k　最終確認は拡大しながら行う． 図 2-9l　デザインしたクラウン．



口腔内スキャナーの臨床応用Chapter 2

61

図 2-9o　3Dプリンター模型を使用せずに補綴物を作製すると，想像以上に隣接面がきつくなって
しまう場合がある．

図 2-9p　モノリシックジルコニアで製作さ
れたクラウン装着後の頰側面観．

図 2-9q　咬合面観はほ
とんど咬合調整されてい
ない．

図 2-9r　口蓋側面観は過度な歯肉圧排を
行った影響から，わずかに歯肉退縮を認め
る．

図 2-9m　プロビジョナルレストレーションとデザ
インしたクラウンの重ね合わせ．

図 2-9n　印記された咬合紙の色調でデザインの確
認．
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下顎のシミュレーションと治療の流れ

　下顎は，上顎に対する被蓋関係を改善する目的で矯正治療が必要であった．下顎臼

歯部は欠損しているため，インプラント埋入を計画した．そこで矯正治療後，インプ

ラント補綴治療を考慮して3Dプリンター模型を作製した（図3-63a）．インプラント

の埋入ポジションは，下顎の矯正治療後を見越した位置に埋入する必要があるが，イ

ンプラント埋入にあたっては，矯正治療前の天然歯を固定源としたインプラント埋入

用ガイドを作製する(図3-63b,c）．

　3Shapeの矯正用ソフト・オルソアナライザーを用いて，下顎矯正治療のシミュレー

ションを行う（図3-64）．また，下顎の矯正治療に先立ち，インプラント埋入を行っ

た（図3-65）．下顎矯正治療時の歯槽骨と歯の関係，バーチャルプランニングを

MOVIE3-5，3-6に示す．

図 3-65　下顎は矯正前の残存歯をインプラント埋入用ガイドの固定源としてフラップレスでインプラント埋入を行った後，即
時荷重でプロビジョナルレストレーションをスクリューリテインで装着した．また，下顎右側第三大臼歯はインプラント埋入後
に抜歯した．

3-5　下顎の矯正治療時の歯槽骨と歯の関係MOVIE

図 3-66a　DICOMデータをオルソアナライザーへ
取り込む（唇側面）．

図 3-66b　硬・軟組織上の歯軸を考慮した矯正計画．

図 3-66c　TRIOS データとDICOMデータを統合する． 図 3-66d　口唇との関係もオーバーラップさせる．
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3-6  下顎の矯正治療時のバーチャルプランニングMOVIE

図 3-67a　矯正前の光学印象の咬合面観（矯正用ソ
フト・オルソアナライザー）．

図 3-67b　矯正後のシミュレーション状態．

図 3-67c　矯正前の光学印象の右側方面観（オルソ
アナライザー）．

図 3-67d　矯正後の右側方面観のシミュレーション
状態．

図 3-67e　矯正用ソフ
ト・オルソアナラー
ザーで矯正治療計画を
行う（咬合面観）．

図 3-67f　下顎左側中
切歯の移動（正面観）．

図 3-67g　下顎右側第
二大臼歯と第二小臼歯
の移動（右側方面観）．


